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徳島ペンクラブ

徳
島
ペ
ン
ク
ラ
ブ
選
集
Ｐ
Ａ
Ｒ
Ｔ
39
に
掲
載
さ
れ
た
作

品
の
中
か
ら
、
会
員
の
皆
さ
ん
の
投
票
で
選
ぶ
徳
島
ペ
ン

ク
ラ
ブ
賞
の
受
賞
者
が
決
ま
り
ま
し
た
。

散
文
部
門
（
随
筆
、
小
説
、
評
論
な
ど
）
で
は
田
中
遥

泰
さ
ん
の
「
寂
聴
の
『
場
所
』
を
検
証
す
る
」
が
13
票
を

獲
得
、
韻
文
部
門
（
俳
句
、
川
柳
、
短
歌
、
詩
、
連
句
な

ど
）
で
は
船
越
淑
子
さ
ん
の
「
美
学
の
訓
」
が
12
点
で
最

優
秀
賞
に
選
ば
れ
ま
し
た
。

優
秀
賞
は
、
散
文
部
門
で
青
木
慧
さ
ん
の
「
偶
然
と
不

思
議
」
が
12
点
、
韻
文
部
門
で
は
上
窪
青
樹
さ
ん
の
「
懺

悔
室
」
が
11
点
を
獲
得
し
て
選
ば
れ
ま
し
た
。

田
中
さ
ん
は
「
寂
聴
さ
ん
は
昔
か
ら
の
フ
ァ
ン
、
甥
御

さ
ん
と
同
窓
と
い
う
こ
と
も
あ
っ
て
親
し
く
さ
せ
て
い
た

だ
い
た
の
で
喜
び
も
ひ
と
し
お
で
す
」
と
話
し
て
い
ま
し

た
。
ま
た
船
越
淑
子
さ
ん
は
「
一
生
、
歳
時
記
を
友
と
し

て
新
し
い
も
の
に
挑
戦
し
て
参
り
た
い
と
思
い
ま
す
」
と

の
コ
メ
ン
ト
を
寄
せ
て
く
れ
ま
し
た
。

今
回
も
例
年
通
り
散
文
、
韻
文
に
分
け
、
二
人
ず
つ
投

票
し
て
も
ら
い
、
各
部
門
と
も
一
人
目
2
点
、
二
人
目
1

点
で
計
算
し
ま
し
た
。
42
名
の
会
員
の
皆
さ
ん
か
ら
投
票

が
あ
り
、
最
優
秀
賞
、
優
秀
、
佳
作
が
決
ま
り
ま
し
た
。

作
品
名
、
受
賞
者
の
得
点
は
次
の
通
り
で
す
。

表
彰
式
は
6
月
18
日
（
土
）
に
予
定
し
て
い
る
徳
島
ペ

ン
ク
ラ
ブ
総
会
で
行
わ
れ
ま
す
。

〇
散
文
部
門

最
優
秀
賞
「
寂
聴
の
『
場
所
』
を
検
証
す
る
」

田
中

遥
泰

13
点

優
秀
賞
「
偶
然
と
不
思
議
」
青
木

慧

12
点

佳

作
「
韃
靼
に
咲
い
た
言
の
葉
」

熊
谷

和
代

11
点

〇
韻
文
部
門

最
優
秀
賞
「
美
学
の
訓
」

船
越

淑
子

12
点

優
秀
賞
「
懺
悔
室
」

上
窪

青
樹

11
点

佳

作
「
コ
ロ
ナ
禍
に
ハ
ル
キ
を
讀
む
」

松
田

一
美

10
点

佳

作
「
タ
イ
ム
マ
シ
ン
の
設
計
図
」

藍

人

10
点

徳
島
ペ
ン
ク
ラ
ブ
賞
決
ま
る

徳
島
ペ
ン
ク
ラ
ブ
賞
決
ま
る

最最
優優
秀秀
賞賞

散
文

田
中

遥
泰
さ
ん

韻
文

船
越

淑
子
さ
ん

191号
2022年4月15日
（令和4年）

田中遥泰さん

船越淑子さん

1967年（昭和42年）創立

散
文
部
門
最
優
秀
賞

韻
文
部
門
最
優
秀
賞

上窪青樹さん

青木 慧さん

散
文
部
門
優
秀
賞

韻
文
部
門
優
秀
賞

（１）
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徳
島
ペ
ン
ク
ラ
ブ
と
徳
島
新
聞
社
で
は
、
徳
島
県
内
在
住
者
や
県
出
身
者
を

対
象
に
と
く
し
ま
随
筆
大
賞
の
作
品
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
随
筆
や
主
張
な
ど

の
散
文
で
あ
れ
ば
、
内
容
は
自
由
で
す
が
、
未
発
表
で
オ
リ
ジ
ナ
ル
な
作
品
に

限
り
ま
す
。
6
月
30
日
に
応
募
を
締
め
切

り
、
8
月
下
旬
に
は
各
賞
を
発
表
。
と
く

し
ま
随
筆
大
賞
、
徳
島
新
聞
社
賞
受
賞
者

に
は
、
賞
状
と
賞
金
3
万
円
が
贈
ら
れ
、

徳
島
新
聞
と
徳
島
ペ
ン
ク
ラ
ブ
選
集
に
全

文
が
掲
載
さ
れ
ま
す
。

●
応
募
規
定

1
人
1
編
。
4
0
0
字
詰
め
原
稿
用
紙
の
場
合
、
3
枚
以
上
5

枚
ま
で
、
ワ
ー
プ
ロ
な
ど
の
場
合
、
1
2
0
0
字
以
上
2
0
0
0
字
以
内
。

字
数
の
過
不
足
は
審
査
の
対
象
外
。
手
書
き
の
場
合
は
、
4
0
0
字
詰
め
原

稿
用
紙
Ａ
4
横
版
で
縦
40
字
、
横
20
行
（
12
ポ
イ
ン
ト
位
）
の
原
稿
用
紙
に

通
し
番
号
（
ペ
ー
ジ
数
）
を
記
入
。
作
品
名
と
氏
名
は
枠
外
に
記
入
し
本
文

は
1
行
目
か
ら
。
別
紙
に
①
作
品
名
②
氏
名
（
以
上
ふ
り
が
な
を
付
け
る
）

③
性
別
④
年
齢
⑤
郵
便
番
号
及
び
住
所
⑥
電
話
番
号
⑦
学
生
・
生
徒
の
場
合

の
み
、
学
校
名
と
学
年
を
記
入
し
、
原
稿
に
添
付
（
個
人
情
報
は
本
募
集
に

か
か
わ
る
事
業
以
外
に
は
使
用
し
な
い
）。作
品
は
外
国
人
の
方
も
日
本
語
に

限
る
。
作
品
発
送
は
郵
送
に
限
り
、
郵
送
さ
れ
た
原
稿
返
却
や
訂
正
は
で
き

な
い
。

●
作
品
送
付
先

〒
7
7
0‐

0
8
7
3

徳
島
市
東
沖
洲
2
丁
目
1
の
13

徳
島
県
教
育
印
刷
㈱
内

徳
島
ペ
ン
ク
ラ
ブ
「
第
23
回
と
く
し
ま
随
筆
大

賞
」
係

●
応
募
締
め
切
り

2
0
2
2
年
6
月
30
日
（
当
日
消
印
有
効
）

●
各
賞
の
発
表

8
月
下
旬
、
徳
島
新
聞
で
発
表
予
定
。
受
賞
者
に
は
直
接
通

知
。

●
賞

▽
と
く
し
ま
随
筆
大
賞

賞
状
・
賞
金
3
万
円
（
1
名
）

▽
徳
島
新
聞
社
賞

賞
状
・
賞
金
3
万
円
（
1
名
）

▽
優
秀
賞

賞
状
・
賞
金
1
万
円
（
3
名
）

▽
奨
励
賞

賞
状
・
賞
金
5
千
円
（
若
干
名
）

●
表
彰
式

9
月
上
旬
を
予
定
。
た
だ
し
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
状
況
に
よ
っ
て
は

開
催
で
き
な
い
場
合
が
あ
る
。

●
審
査
員

依
岡
隆
児
（
徳
島
大
学
総
合
科
学
部
教
授
）
▽
柏
木
康
浩
（
徳
島

新
聞
生
活
文
化
部
担
当
部
長
）
▽
丁
山
俊
彦
（
徳
島
ペ
ン
ク
ラ
ブ
会
長
）

▽
竹
内
菊
世
（
阿
波
の
歴
史
を
小
説
に
す
る
会
会
長
）

●
詳
し
い
こ
と
に
つ
い
て
の
問
い
合
わ
せ
先

徳
島
ペ
ン
ク
ラ
ブ
「
と
く
し
ま
随
筆
大
賞
」
実
行
委
員
会
委
員
長

上
窪
青
樹

電
話

0
9
0‐

7
1
4
2‐

2
8
5
2

散
文
部
門

9
点

「
少
年
の
糾
弾
」

8
点

「
箱
階
段
」

7
点

「
笑
え
な
い
話
」

「
秘
湯
・
五
色
の
湯
紀
行
」

6
点

「
寝
る
よ
り
楽
は
」「
令
和
の
神
隠
し
」

5
点

「
続

浩
一
の
旅
路
」

「
孔
の
開
い
た
魔
法
瓶
」

4
点

「
吟
行
引
出
句
素
」

3
点

「
第
十
樋
門
（
上
板
町
）」「
電
話
」

「
洛
中
日
記
」「
天
泊
り
淵
」

「
旧
吉
野
川
の
川
港
跡
」

2
点

「
父
は
詠
ま
れ
な
い
」

「
小
説
『
光
跡
』
序
」

「
ア
ダ
ー
ジ
ョ
ト
短
調
」

「
勝
浦
川
上
流
（
上
勝
町
）」

「
飯
尾
川
（
石
井
町
）」

韻
文
部
門

9
点

「
秋
は
」

7
点

「
歩
む
ほ
か
な
し
」「
ダ
リ
の
時
計
」

6
点

「
三
日
月
の
せ
ゐ
」「
冬
の
蝶
」

5
点

「
開
花
前
線
」「
臨
月
の
」「
和
顔
施
」

4
点

「
雛
罌
粟
や
」「
秋
水
」

3
点

「
私
の
現
在
地
」

「
生
命
は
奇
跡
で
で
き
て
い
る
」

「
祈
り
続
け
る
」「
松
韻
」

2
点

「
花
み
か
ん
」「
日
の
暮
れ
ぬ
う
ち
に
」

応募締切

6月30日

応
募
者
募
集

6
月
末
締
切

第
23
回
と
く
し
ま
随
筆
大
賞

第
23
回
と
く
し
ま
随
筆
大
賞

徳徳島島ペペンンククララブブ賞賞 得得点点をを得得たた作作品品名名
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ペ
ン
ク
ラ
ブ
選
集
Ｐ
ａ
ｒ
ｔ
40

作
品
を
募
集

●
特
集
は
「
と
く
し
ま
各
駅
停
車
の
旅
」

来
年
1
月
発
行
予
定
の
「
ペ
ン
ク
ラ
ブ
選
集
」
Ｐ
ａ
ｒ
ｔ
40
で
は
、
今
年
で
日
本

の
鉄
道
が
開
業
一
五
〇
年
、
徳
島
で
は
同
一
二
三
年
を
迎
え
る
こ
と
か
ら
「
と
く
し

ま
各
駅
停
車
の
旅
」（
仮
称
）
と
題
し
て
県
内
の
各
駅
を
会
員
の
方
々
に
紹
介
し
て
い

た
だ
き
ま
す
。

明
治
5
年
9
月
、
新
橋＝
横
浜
間
に
わ
が
国
で
初
め
て
の
駅
が
開
通
し
、
日
本
も

鉄
道
の
時
代
を
迎
え
ま
す
。
徳
島
県
内
で
も
同
20
年
代
以
降
い
ろ
い
ろ
な
鉄
道
会
社

が
組
織
さ
れ
、
明
治
32
年
2
月
、
徳
島
鉄
道
に
よ
り
徳
島＝

鴨
島
間
の
列
車
が
県
内

初
の
鉄
道
と
し
て
開
通
し
ま
し
た
。
そ
の
後
も
、
鉄
道
会
社
の
設
立
が
相
次
ぎ
、
鉄

道
網
は
充
実
し
て
い
き
ま
す
が
、
当
初
は
す
べ
て
民
営
で
し
た
。
と
こ
ろ
が
、
鉄
道

国
有
論
を
唱
え
る
軍
部
の
意
向
も
あ
っ
て
、
す
べ
て
国
有
化
。
戦
後
も
い
ろ
い
ろ
な

変
遷
を
経
て
、
今
を
迎
え
て
い
ま
す
。
今
年
か
ら
は
世
界
で
初
め
て
の
Ｄ
Ｍ
Ｖ
が
県

内
で
走
り
始
め
、
注
目
を
集
め
て
い
ま
す
。

内
容
は
各
駅
に
対
す
る
思
い
出
、
周
辺
の
名
所
や
観
光
地
な
ど
何
で
も
結
構
で

す
。
県
内
す
べ
て
の
駅
を
紹
介
し
た
い
た
め
、
先
に
、
ご
希
望
の
駅
を
募
っ
た
と
こ

ろ
、
多
く
の
人
か
ら
希
望
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。
た
だ
重
複
し
て
い
る
駅
も
多
く
、

ま
だ
希
望
者
の
い
な
い
駅
は
次
の
通
り
で
す
。
作
品
締
め
切
り
は
一
般
作
品
同
様
9

月
末
で
す
が
、
下
記
の
駅
に
つ
い
て
書
い
て
く
だ
さ
る
方
は
、
こ
の
特
集
を
担
当
す

る
粟
谷
健
（
☎
0
8
8‐

6
9
2‐

3
2
2
3
）
ま
で
、
4
月
末
ま
で
に
お
知
ら
せ
く

だ
さ
い
。

3
月
24
日
現
在
、
希
望
者
の
い
な
い
駅
名
は
次
の
通
り
で
す
。

【
徳
島
線
】
府
中
駅

麻
植
塚
駅

西
麻
植
駅

阿
波
川
島
駅

山
瀬
駅

阿
波

山
川
駅

江
口
駅

三
加
茂
駅

阿
波
加
茂
駅

【
高
徳
線
】

吉
成
駅

【
土
讃

線
】
祖
谷
口
駅

阿
波
川
口
駅

【
牟
岐
線
】
阿
波
富
田
駅

文
化
の
森
駅

西
原

駅

阿
波
中
島
駅

阿
波
橘
駅

北
河
内
駅

浅
川
駅

阿
波
海
南
駅

【
阿
佐
東

線
】
海
部
駅

宍
喰
駅

【
鳴
門
線
】
鳴
門
駅

立
道
駅

●
一
般
作
品

例
年
通
り
随
筆
や
評
論
、
短
編
小
説
な
ど
の
散
文
、
俳
句
や
川
柳
、
連
句
、
現
代

詩
の
韻
文
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
ど
ん
な
テ
ー
マ
で
も
結
構
で
す
。
今
年
は
「
と
く

し
ま
各
駅
停
車
の
旅
」
を
含
め
て
、
徳
島
ペ
ン
ク
ラ
ブ
賞
を
選
ぶ
予
定
で
す
。

●
作
品
原
稿
と
掲
載
負
担
金

特
集
「
と
く
し
ま
各
駅
停
車
の
旅
」
の
場
合
は
必
ず
写
真
を
付
け
、
半
ペ
ー
ジ
、

1
ペ
ー
ジ
が
基
本
。
半
ペ
ー
ジ
1
5
0
0
円
、
1
ペ
ー
ジ
3
0
0
0
円
の
掲
載
負
担

金
が
必
要
で
す
。

一
般
作
品
の
場
合
は
、
見
開
き
2
ペ
ー
ジ
7
0
0
0
円
（
追
加
は
2
ペ
ー
ジ
ご
と

に
4
0
0
0
円
）
で
す
。

い
ず
れ
も
、
後
に
会
計
か
ら
送
付
さ
れ
る
郵
便
振
替
な
ど
で
納
入
く
だ
さ
る
よ
う

お
願
い
し
ま
す
。

●
原
稿
提
出
の
締
め
切
り

9
月
末
日
（
発
行
が
遅
れ
な
い
よ
う
必
ず
お
守
り
く
だ
さ
い
）

●
送
付
先

①
と
く
し
ま
各
駅
停
車
の
旅

〒
7
7
1‐

1
2
5
2

板
野
郡
藍
住
町
矢
上
字
北
分
41－

20

粟
谷

健

宛

m
ail

takeshi-a@
m
d.pikara.ne.jp

電
話

0
8
8‐

6
9
2‐

3
2
2
3

携
帯

0
9
0‐

4
9
7
1‐

4
6
2
8

Ｆ
Ａ
Ｘ

0
8
8‐

6
9
2‐

1
2
2
1

②
一
般
原
稿

〒
7
7
1‐

4
2
6
2

徳
島
市
丈
六
町
長
尾
62－

15

関

真
由
子

宛

m
ail

m
ayu

0204@m
a.pikara.ne.jp

電
話
・
Ｆ
Ａ
Ｘ

0
8
8‐

6
4
5‐

1
8
4
0

※
原
稿
は
必
ず
コ
ピ
ー
を
と
っ
て
お
い
て
く
だ
さ
い
。

※
手
書
き
原
稿
の
場
合
は
、お
手
数
で
す
が
コ
ピ
ー
と
原
稿
を
お
送
り
く
だ
さ
い
。

※
一
般
原
稿
は
受
け
付
け
次
第
、
ご
連
絡
を
差
し
上
げ
ま
す
の
で
お
電
話
番
号
を

明
記
し
て
く
だ
さ
い
（
プ
ロ
バ
イ
ダ
ー
に
よ
っ
て
は
返
信
で
き
な
い
こ
と
が
あ

り
ま
す
）
2
〜
3
日
し
て
も
連
絡
が
な
い
場
合
は
お
手
数
で
す
が
担
当
ま
で
ご

連
絡
く
だ
さ
い
。

訂
正

な
お
先
に
、
徳
島
ペ
ン
ク
ラ
ブ
か
ら
「
と
く
し
ま
各
駅
停
車
の
旅
」
の
希
望
駅

を
募
集
し
た
際
、
原
稿
の
分
量
と
し
て
「
3
分
の
1
ペ
ー
ジ
、
3
分
の
2
ペ
ー
ジ
、
1

ペ
ー
ジ
」
と
し
て
い
ま
し
た
が
、
こ
の
募
集
の
よ
う
に
掲
載
負
担
金
も
含
め
て
訂
正
し

ま
す
。

開業時の徳島駅（徳島日日新聞）開業時の徳島駅（徳島日日新聞）

貞光会場巡回展
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リ
レ
ーエ

ッ
セ
ー

リ
レ
ーエ

ッ
セ
ー

リ
レ
ーエ

ッ
セ
ー

徳
島
県
内
の
各
地
に

今
も
残
っ
て
い
る
農
村

舞
台
や
県
立
阿
波
十
郎

兵
衛
屋
敷
で
多
く
の
人

が
人
形
浄
瑠
璃
を
は
じ

め
様
々
な
芸
能
を
演
じ
た
り
鑑
賞
し

た
り
し
て
、
楽
し
ん
で
い
ま
す
。
今

回
は
、
国
の
重
要
無
形
文
化
財
に
も

指
定
さ
れ
て
い
る
人
形
浄
瑠
璃
の
語

り
や
音
楽
に
つ
い
て
、
そ
の
魅
力
の

ひ
と
味
違
っ
た
楽
し
み
方
を
ご
紹
介

し
ま
す
。

一
つ
は
、
素
浄
瑠
璃
で
す
。「
素
」

と
は
人
形
が
出
演
せ
ず
語
り
手
で
あ

る
太
夫
と
三
味
線
と
で
物
語
を
語
る

も
の
で
、
語
り
手
と
三
味
線
と
が
一

体
と
な
っ
て
物
語
の
登
場
人
物
の
台

詞
や
仕
草
、
感
情
、
情
景
な
ど
す
べ

て
を
表
現
し
ま
す
。
太
夫
の
全
身
を

使
っ
た
語
り
は
も
ち
ろ
ん
で
す
が
、

三
味
線
が
語
り
手
の
恋
人
か
女
房
役

か
の
よ
う
に
全
身
を
耳
と
し
て
、
弾

い
て
太
夫
を
支
え
て
い
る
と
こ
ろ
も

聴
き
所
で
す
。

こ
の
よ
う
に
目
を
つ
む
っ
て
太
夫
の
語
り

と
三
味
の
音
に
じ
っ
と
耳
を
傾
け
る
と
、
物

語
の
内
容
が
よ
り
分
か
り
、
人
物
の
感
情
や

場
面
の
状
況
な
ど
を
音
で
描
き
出
す
三
味
線

の
多
彩
な
表
現
も
、
よ
り
細
か
い
と
こ
ろ
ま

で
聴
き
取
る
こ
と
が
で
き
、
目
の
前
に
本
来

の
主
役
で
あ
る
人
形
ば
か
り
で
な
く
情
景
ま

で
も
が
現
れ
て
く
る
よ
う
で
す
。
さ
ら
に
、

そ
れ
ぞ
れ
の
場
面
を
自
由
に
想
像
す
る
こ
と

も
出
来
る
の
で
、
自
分
自
身
の
頭
の
中
で
オ

リ
ジ
ナ
ル
な
浄
瑠
璃
を
創
造
す
る
こ
と
も
可

能
で
す
。

次
に
、
淡
路
に
は
人
形
も
三
味
線
も
な
い

浄
瑠
璃
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
は
、
だ
ん
じ
り

唄（「
浄
瑠
璃
く
ず
し
」
と
呼
ば
れ
て
い
る
）

と
い
う
も
の
で
、
南
あ
わ
じ
市
で
行
わ
れ
る

神
社
の
淡
路
だ
ん
じ
り
祭
の
余
興
に

人
形
浄
瑠
璃
の
題
材
の
ハ
イ
ラ
イ
ト

に
メ
ロ
デ
ィ
ー
を
つ
け
て
唄
う
も
の

で
す
。
淡
路
だ
ん
じ
り
祭
の
主
役

は
、
祭
り
の
際
に
曳
き
ま
わ
す
だ
ん

じ
り
で
、
赤
い
布
団
を
5
枚
重
ね
、

そ
こ
に
豪
華
な
飾
り
や
刺
繍
を
施
し

た
見
る
も
鮮
や
か
な
「
布
団
だ
ん
じ

り
」
が
主
流
で
す
。
し
か
し
、
そ
れ

に
負
け
ず
劣
ら
な
い
の
が
だ
ん
じ
り

唄
な
の
で
す
。
そ
れ
ぞ
れ
の
神
社
の

氏
子
た
ち
が
祭
り
の
た
め
に
練
習
し

て
き
た
だ
ん
じ
り
唄
を
唄
っ
て
競
い

合
う
、
言
わ
ば
、氏
子
た
ち
に
よ
る

団
体
芸
、
大
衆
オ
ペ
ラ
で
す
。
だ
ん

じ
り
を
背
に
大
の
大
人
た
ち
が
顔
を

ゆ
が
め
て
声
を
限
り
に
熱
唱
す
る
様

に
は
観
る
者
・
聴
く
者
を
圧
倒
す
る

迫
力
が
あ
り
ま
す
。

い
ず
れ
も
、
阿
波
人
形
浄
瑠
璃
や
淡
路
人

形
浄
瑠
璃
と
い
う
伝
統
文
化
の
土
壌
の
中
で

育
ま
れ
た
ふ
る
さ
と
の
芸
能
で
す
。
是
非
、

ふ
る
さ
と
の
伝
統
文
化
に
触
れ
て
、
豊
か
な

ふ
る
さ
と
の
文
化
の
本
当
の
姿
を
見
つ
け
に

出
掛
け
て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

（
鎌
田
義
人
）

受
賞
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

（
敬
称
略
）

第
19
回
と
く
し
ま
文
学
賞

随
筆
部
門

熊
谷
和
代

連
句
部
門

最
優
秀
賞

早
見
敏
子
・
優
秀
賞

関
真
由
子

三
輪
和

竹
内
菊

二
橋
満
璃

第
43
回
徳
島
歌
壇
賞

角
鹿
荒
人
（
山
口
久
雄
）
・
松
尾
初
夏
（
岡
本
信
子
）

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

新
入
会
員

（
敬
称
略
）

宮
内

史
郎

〒
7
7
1－

0
2
1
9

板
野
郡
松
茂
町
笹
木
野
字
八
北
開
拓
4
2
8
の
1

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

〇
今
年
は
新
橋
―
横
浜
間
で
日
本
初
の
鉄
道

が
走
り
始
め
て
1
5
0
年
。
そ
こ
で
特
集

と
し
て
県
内
の
各
駅
を
紹
介
す
る
こ
と
に

し
ま
し
た
。
全
部
の
駅
を
網
羅
す
る
に
は

会
員
の
皆
様
の
協
力
が
ぜ
ひ
と
も
必
要
で

す
。
鉄
道
利
用
者
は
減
っ
て
い
く
一
方
の

よ
う
に
思
い
ま
す
が
、
一
方
で
熱
狂
的
な

鉄
道
フ
ァ
ン
も
い
ま
す
。
私
の
祖
父
も
そ

う
だ
っ
た
よ
う
で
、
徳
島
線
開
業
の
時
は

区
間
の
延
長
ご
と
に
何
度
か
見
に
行
っ
た
ら
し
く
汽
車
や
駅
の
ス

ケ
ッ
チ
を
日
記
に
残
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
何
鉄
？

○
通
信
や
選
集
の
編
集
作
業
を
こ
れ
ま
で
少
数
で
や
っ
て
い
ま
し
た

が
、
い
ろ
ん
な
作
業
を
関
さ
ん
、
粟
谷
さ
ん
を
中
心
に
4
、
5
人

加
わ
っ
て
や
っ
て
い
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
充
実
し
た
選
集
が

期
待
で
き
そ
う
で
す
。

（
石
）

記
後

集
編

浄瑠璃いろいろ浄瑠璃いろいろ
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